
エスカードホールご使用上の注意 

 

この度は「エスカードホール」をご利用いただきまして誠にありがとうございます。 

「エスカードホール」を使用される場合は、実質的に使用者の自主管理下となります。よって使用

に際して起きるあらゆる事象に対する責任はすべて使用者に帰します。また、使用の際の施設内外

での物品の盗難、紛失、事故等に対する責任は当方では負いかねますのでご注意ください。 

 皆様に気持ち良くお使い頂けるように心がけて参りますので、以下の注意を使用される方皆様で

ご一読の上、「現状復帰の原則」を元にご使用くださいますようお願い申し上げます。 

「エスカードホール」は、すべての機器を主催者が操作することを前提に、簡単に操作できるよう

設計されており、音響・照明などの専門知識を有する技術員は常駐しておりません。 

音響・照明・映像など特殊な利用をご検討されている場合、事前に打合わせをして頂くことを、お

すすめいたします。 

 

全般 

□ 催事に必要な備品類は、係員にお申出の上ご利用ください。 

□ 必要な場合は使用方法などを確認の上ご使用ください。 

□ 「エスカードホール」の定員は２５３名です（スタジオ 100名）。いかなる場合に

おいても、定員を超えて入場することは出来ません。 

□ 「エスカードホール・スタジオ」には専用の駐車場はありません。近隣には一般

有料駐車場がありますが、時間帯によっては不足する場合があります。来場者に

は事前に公共交通機関をご利用されるようご案内ください。 

１．搬入・搬出  

□ 大型車両での荷物の搬入がある場合は、申込みの際、事前にご相談ください。 

（搬入口での車両の留置が出来ませんので搬入後は速やかにご移動ください。） 

２．準備  

ピアノ 

□ ピアノは、係員と主催者側とで舞台上まで移動してください。 

□ 開演中の移動・蓋（屋根）の開閉等は主催者側での作業になります。 

□ ピアノの調律が必要な場合、手配及び料金は主催者の負担になります。 

□ A=441 又は A=442 以外の調律をする場合、利用時間内に戻し調律をお願いして

います。 

□ 調律を手配される場合は、十分な技術を持つ技術者を手配されますようお願いい

たします。技術者をご紹介することも可能です。 

（ハンマー等には触らないでください。） 

舞台 

□ 使用する備品類は、係員の指示に従ってご利用ください。 

□ 壁面その他へのテープ類でのはり紙、はりつけは禁止します。 

□ 舞台床面の釘・ガムテープの使用は禁止します。 

（床面にテープを使用する場合は養生テープ（P カットテープ）を使用してくだ

さい。） 

□ 「エスカードホール」は、スモークマシンの使用や火薬類を使用する効果は消防

署の許可の有無に関わらず、一切使用出来ません。 



 

 

□ 許可なくポスター・看板・旗・懸垂幕・その他これに類するものを掲げることは

できません。施設の使用申請時に職員までお申し出いただくとともにその旨申請

書に記載してください。 

 

 

３音響  

□ 舞台下手袖に、利用者が簡単に操作できるよう配慮した機器を設置しています。 

使用出来る機器 

ワイヤレスハンドマイク３本 

ワイヤレスピンマイク １本 

有線マイク ２本 

再生機器 

カセット及び CD再生 

録音機器 

SD・USBメモリーレコーダー 

 

 照明  

□ 舞台下手袖に、利用者が簡単に操作できるよう配慮した機器を設置しています。 

 

 

実際の調光操作卓 

操作できる内容 

 

客席の明暗 

舞台の明暗 

ホリゾントライトの着色 

下手・中央・上手エリアの明暗 

 

□ 照明灯体の吊換や角度調整は管理上出来ません。 

（照明演出を、照明業者に委託する場合は必ず事前にご連絡ください） 

 

 



４．受付・本番  

 開場前のお客様の誘導・整理を必ずお願いします。長蛇の列など混雑が見込

まれるときには、整理券などを発行して未然に防いでください。 

 終演後のお客様が他室の入口を塞がないよう誘導、整理を必ずお願いします。 

 

５．撤収・清掃  

 エスカードビルの完全閉館時間は午後９時ですので、後片付けを含めて退館

が出来るよう、事前に十分計画を立ててください。（エスカードビル地下駐車

場は、午後９時１５分で閉鎖されます。ご注意ください。） 

 移動した備品などはすべて、現状復帰が原則となります。 

 使用時にでたゴミはお持ち帰りください。掃除用具は通路共有スペースのロ

ッカーにあります。 

 使用した備品等は、必ず元の場所に返却し、または係員に返却してください。 

 

６．その他  

 音量の大きな催事については、ホール階が他の団体と共有しております関係

で、制限をさせて頂いております。 

  （許可されない催事例：和太鼓演奏、ロックコンサート、大音量カラオケな

ど） 

 備品などを破損した場合には、速やかに係員にお申し出ください。 

 地震、火災等の際、スムーズな避難ができるよう事前に十分に協議してくだ

さい。 

 救急車が必要な怪我・急病人が発生した場合は、管理事務所にお知らせくだ

さい。 

 火災を発見した場合は、近くの消火器で初期消火を行いすぐに、管理事務所

にお知らせください。 

 不審物を発見した場合、手を触れずに管理事務所までお知らせください。 

 ホール・スタジオの貸出中、防犯や事故防止のため、管理者がスタジオや楽屋

客席に出入りする事がありますのでご了承ください。 

 

その他の申請等 

 

入場料有料の催物等で著作権が発生する曲を演奏（使用）する場合は、(社)日本音楽著作権協会(Ｊ

ＡＳＲＡＣ)に申請する必要がありますので、直接下記団体まで手続きをしてください。 

社団法人 日本音楽著作権協会（ＪＡＳＲＡＣ）東京支部 TEL：03-3562-4455 

 

 


